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音楽情報科学研究会のページ
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第��回 音楽情報科学研究会 開催と研究発表募集のご案内
�日本音楽学会中部支部共催例会�

日程� ����年 �月 ��日 �土�
会場� 名古屋音楽大学
議題� �� 一般研究発表 ��件程度�

	� パネルディスカッション「音楽情報科学と音楽学，作曲，そしてその教育」
司会 
 村尾忠廣 �愛知教育大�
水野みかこ �現代音楽理論�，水村浩一 �名古屋音楽大学，音響学�，藤井知昭 �民族音楽学�，中村滋延 �作曲�

発表募集� �の一般研究発表 �パネルとの関連研究も歓迎します�
申し込み締切� 	月 	�日 �水� �できるだけ 
����� でお願いします
連絡先� 鈴木孝 �東京高専� ������
 ���������������������

�� 
 !"	���#��!���ダイヤルイン�$ %&'
 !"	���#��!�#

音楽情報科学研究会 夏のシンポジウム ���� ������
研究発表募集のご案内

音楽情報科学研究会 �()*+,(� は$ 今年も以下の要領で恒例の夏シンポ �((��� を開催致します� 今年も研究発表の時
間をたっぷりととってありますので$ 皆様奮って発表申し込みをお願い致します�

日時� ���� 年 � 月 	! 日 �日� �
�!�� － � 月 	� 日 �月� ���
会場� 京都府立ゼミナールハウス �京都府京北町�
議題� �� 一般研究発表 �トータルで � 時間 �! 件程度を予定しております�

	� ワークショップ「なぜ作曲にコンピュータを使うのか �仮題�」
司会
 中村滋延
パネリスト
 コンピュータ音楽の分野で活躍する作曲家 " 名 �現在交渉中�
内容
 作品の創作過程において$ 各作曲家の方々がコンピュータとどのように関わっているのかを

実例を交えて語って頂き$ 活発な討論をしたいと思います�
発表申込� 発表タイトル$ 著者$ 所属$ 連絡先$ 概要 ��!! 字以内� を明記の上$ 以下の申込先まで$ できるだけ 
���� で

お申し込み下さい�
申込先� 中村滋延 �-���.��!��/�0��������-
���.����

あるいは$ �
��＆ %�0� !�	��#��"�!� �自宅� �
��＆ %�0� !����������� �京都芸術短期大学映像研究室�
�電話$ %�0 でのお申し込みは自宅の方が確実です�

申し込み締切� " 月 	# 日 �月�

あるいは通常の研究会と同様に情処学会事務局に所定の用紙で申し込むこともできます�

尚$ 発表申込者多数の場合$ できるだけ多くの方々に発表して頂くようにスケジュールを組むつもりでおりますが$ どう
しても意に沿いかねる場合が生じるかも知れませんので予め御了承下さいませ� また$ 今後日程に変更は生じませんが$
時刻や議題の内容が多少変更される可能性がありますので$ これも予め御了承下さいませ�

最新の情報やさらに詳しい情報については$ 1���
22333�1�����������������
#!2()*+,(2 をご参照頂くか$ 上記の研
究発表申込先までお問い合わせ下さい�

�



音楽情報科学研究会 夏のシンポジウム ���� ������
チュートリアル開催のお知らせ

音楽情報科学研究会 �()*+,(�では$ 来る �月 ��日から 	! 日にかけて下記の要領でコンピュータ音楽に関するチュー
トリアルを開きます� 皆様奮ってご参加下さいませ� なお$ 本チュートリアルに引き続き 	! 日午後からは$ ((�� 本会議
が開催されます� 参加申込の手続きですが$ 近日配付予定の『((�� 参加申込書』にご記入下さい� この『((�� 参加申込
書』で$ 本会議とチュートリアル両方への申込みができます�

�☆� ＳＳ９７チュートリアル内容 �予定� �☆�

◆ � 月 �� 日 ������	
����� ◆

タイトル� +)4) の活用と +)4) のプログラミング
講師� 長嶋 洋一 �&.� ＆ (��
-�
  �/�.���.� �&( ��

電子楽器メーカの研究開発エンジニアを経て$ ���� 年 &( 代表として独立� 現在は$ コンピュータ音楽
の作曲$ 機器の研究開発$ 科学技術庁登録の技術士としてのコンサルティング業務$ イメージ情報科学研究
所非常勤研究員$ 神戸山手女子短期大学・京都芸術短期大学・国立長野工業専門学校等でのマルチメディ
ア2コンピュータ教育などに従事し$ 八面六臂の活躍をされている� コンピュータ音楽作品の作曲について
「必要なシステムを全てオリジナル開発することから作曲が始まる」というポリシーを貫き$ 音響信号処理
ソフト$ 各種のセンサや +)4) 機器なども作曲の一部としてオリジナル制作している�

内容 �概要�� ・ +)4) とは ・ +)4) 規格と (+% 規格と *+ 規格
・ +&' による +)4)プログラミング ・ 56 での +)4)プログラミング
・ ,-�0 上の +)4)プログラミング ・ +)4) とリアルタイム 6�����
. +����

いまやコンピュータ音楽を実践する上で基本中の基本とも言える +)4) の使い方について初歩から丁寧
に解説して行きます� そして世界中のアマチュアからプロの間で最もポピュラーに使われている +)4)プ
ログラミングシステムである +&' についてのプログラミング実習を行います� さらに時間が許す限り$
56 や ,-�0 上での +)4)プログラミングについても解説します� また，参加者の中で +�� を持参され
た方に$ +&' を一時的に体験していただく事も検討しております�

◆ � 月 
� 日 ����	�
�� ◆

タイトル� “コンピュータ音楽の歴史”入門
講師� 上原 和夫 �大阪芸術大学助教授�

氏は$ コンピュータ音楽の黎明期からコンピュータ音楽の作曲活動を始め$ 国内外の多くの音楽家と交流
があり$ これまで多くの作品が入選し演奏されている� フランス )76&+ でレクチャ・コンサートを行っ
たこともあり$ 昨年は )6+68�� �香港� の音楽部門の審査員も勤めた� コンピュータ音楽の「これまで$
今$ 将来」を知識として知っているだけではなく経験としても知っている貴重な音楽家である� 主著
 コ
ンピュータ・ミュージックの世界 �サイエンス社� 他多数

内容 �概要�� ・コンピュータ音楽の誕生 ・コンピュータ音楽の発展
・世界のコンピュータ音楽スタジオ ・コンピュータ音楽の様々なイベント
・ 	! 世紀音楽との関わり ・コンピュータ音楽の多様性 �現況紹介�

さまざまな作品を鑑賞しながら歴史をたどり$ 映像資料なども用いて$ 本チュートリアルでしか見聞でき
ないような貴重な各国のスタジオ活動やこの分野におけるイベントの紹介も行います� またパフォーマン
ス$ マルチメディア等の多様な関わりについても考察できればと考えています� 入門者向けの分かりやす
い内容を心がけます�

● 場所� 京都府立ゼミナールハウス

�� 日夜$ 京都府立ゼミナールハウスにて宿泊希望の方は$ �近日配付予定の�((�� 参加申込書にその旨明記
下さいませ�

	



● チュートリアル参加費用 �予定��

()*+,( 登録員2準登録員 �!!! 円
情処学会正会員 �!!! 円
情処学会学生会員 �!!! 円
上記以外の方 #!!! 円

● お問い合わせ�
平田 圭二 �9�� 基礎研究所� �����
 1�.����-
:
.�����/.��-��������$ %�0
 !"�	�"!�"�	�

上記の内容は随意変更される可能性があります� 最新情報およびさらに詳しい情報については音楽情報科学研究会ホー
ムページ 1���
22333�1�����������������
#!2()*+,( を御覧下さいませ�

������ 第��回 研究発表会 報告・質疑記録
����年��月��日～�	日 大阪芸術大学

��� 特別講演とコンサート「オンド・マルトノの芸術と
その現代的意義」 原田節 �オンドマルトノ奏者・作曲家�

記録 � 大矢健一 �長野高専�

原田さんは，慶応大学卒業後，パリのコンセルバトワールの
オンド・マルトノ科で学ばれたそうで，日本で唯一のプロのオ
ンド・マルトノ奏者です．その原田さんによる講演ということ
で，それだけにほんとに貴重なものです．そもそもオンド・マ
ルトノという言葉すら聞いたことがない，言葉は知っているが
見たことはない，という人が多かったかと思うのですが，そう
いう人達がいきなりオンド・マルトノの通になってしまうよう
な講演でありました．
発明者の������ �	�
���は生誕�
年とのことです．�	�
���
氏は，第一次大戦中は通信兵として従軍し，��変調に関心を
もっていたとのことです．また，氏自身がチェリストでもあり
ました．テルミンと同様なものを思いついていたのですが，既
にテルミンが世に出ていたために「テルミンを超えるような，
楽器としての操作性に秀れているものを」という熱意で，フラ
ンス政府のバックアップを受けながら電気発振音による楽器を
研究し続けました．その後，改良に改良を重ね，約 ��年の後
についに完成．
原田さんが力説していたことですが，重要なことは，常に音
楽家サイドから音楽そのものを最重視し，そういう視点から楽
器を研究開発していたということです．すなわち，電気楽器で
ありながらフレーズを歌わせることを何よりも非常に重視して
いるのです．
楽器はその後もいろいろ改良が行われ，直接手を触れる部分の
操作性は，現代においてもそれを超えるものを作ることができ
ないほどにすでに完成されていたとのことです．それほど長年
にわたって深く研究されていたということでしょう．なお，氏
は ����年に来日されているとのことです．
講演にはビデオも用いられました．メシアンの「トゥーラン
ガリラ交響曲」�指揮�シャイイー� における演奏の模様，タモ
リの「音楽は世界だ�」に出演されたときの模様，時代劇 ����
大河ドラマ「八代将軍吉宗」や水戸黄門�の音楽で用いられて
いる例，��で用いられている例 ���東日本 �東北大陸�，サン
トリー，日立� などが紹介されました．
また，原田さんによる演奏も計 �曲 �ジョリベ，メシアン，原
田，池辺の曲� 行われました．
最後に，オンド・マルトノの構造について説明がありました．
鍵盤は補助的な役割にすぎず，バリコンにつながった釣糸の位
置によって右手で音程をコントロールします．左手は音量をコ
ントロールします．音の出口まで考えられた楽器であり，単に
スピーカで出す他に，弦のついた共鳴箱や銅鑼などにより共鳴

させることができます．弦のついた共鳴箱は，弦のブリッジの
ところにスピーカのコイルがあり，これにより箱を共鳴させて
いるのですが，その発想にはやや驚かされました．また，銅鑼
に共鳴させることにより金属的な響きが得られます．音をどこ
に出力させるかということも選択できるようになっております．

��� ワークショップ「�����尺八」のコンセプトとテク
ノロジー 志村哲 �大阪芸大�

片寄晴弘� 金森務 ������� 白壁弘次� 井口征士 �阪大�
記録 � 久万田晋 �沖縄県立芸大�

今回の発表は主に志村氏による�� !�尺八の概要説明と，若
干のデモンストレーションを含むものであった．伝統尺八には，
音階音を奏するだけでなく，身体の運動を伴った様々な演奏技法
があり，それが尺八の音楽に多様な彩りを与えている．� � !�
尺八は，首振りやコロといった身体運動を含んだ伝統的技法を，
尺八本体に取り付けられた各種センサ類によって忠実に検出し，
ソフトウェア的処理によって演奏情報として抽出・認識し，そ
れに基づいたリアルタイムな音響処理を可能としたシステムで
ある．
多様な身体運動を含む演奏技法をもつ尺八音楽を，単に音響
として処理してしまうのでは，伝統尺八が本来持っている音と
身体との間の複雑で微妙な関係を反映できない．こうした問題
は尺八に限らず，多くの日本音楽についても言えることである．
その意味で �� !�尺八のアプローチは，人間 �身体�と音楽を
考える上での極めて興味深い実践例として以前から注目してい
た．しかし，評者は共同研究者の方々が心血を注いでこられた
技術的な諸問題については，十全に理解する能力を持っていな
い．また，これまでに行われた演奏を聞く機会に恵まれず，今
回のデモが初めての体験であった．デモは短時間ではあったが，
インタラクティブに音響の多彩な変化がコントロールされ，楽
器システムとしての柔軟性と今後の可能性の大きさを実感した．
そこで，評者は思う．�� !�尺八が，志村氏が強調するごと
く，いかに伝統尺八 �古典本曲�の演奏様式に限りなく肉薄した
システムであっても，古典の演奏における尺八対身体という関
係に対して，新たな要素を付加していることは紛れもない事実
である．この付加された要素は，パフォーマンスを通じて演奏
者自身の身体・音感覚にフィードバックされ，必ず何らかの影
響を与えるはずである．志村氏の内的な音感覚システムは，そ
の付加された要素を取り込み自在にコントロールするために，
新たな拡張・変容を迫られるはずである．
志村氏が伝統尺八で長年培ってきた音感覚システムと，�� !�
尺八の使いこなしを通じて拡張・変容されるであろう音感覚シ
ステムを，一人の演奏家として今後どのように使い分けるのか，
もしくは使い分けの困難さに直面するのか．こうした事態を迎

�



えて，はじめて�� !�尺八は新たな楽器として伝統尺八から離
陸するように思われる．
志村氏が講演で述べた，最終的にはノートブック一台にシス
テムを小型化し，��  !�尺八を演奏しながら全国を托鉢して
回りたいという構想が，諸々の技術的課題を乗り越えて早期に
実現するよう願ってやまない．

��� テルミン氏生誕 ���年を迎えて～ロシアに於けるテ
ルミンの昨日，今日～ 竹内正実 �テルミン研究・演奏家�

記録 � 堀内靖雄 �千葉大�

�� 平賀 �図書館情報大� 二台以上の楽器で合奏を行なうとき�
干渉を避けるためには� どの程度の距離をあける必要があ
るか"

�� 楽器のモデルにもよるが� おおむね �メートル以上離す必
要がある#

�� 小林 �ローランド� テルミンはチェロ奏者であるというこ
とだが� チェロの場合� ボーイングは右手で行ない� 左手で
音程を決めるのに対して� それが逆になっている理由は"

�� おそらく� 右手がきき手の人が多いということが理由であ
ると考えられる# テルミンの演奏で最も重要な作業は音
程を決めることであるため# また� 左利きのテルミン奏者
がいたという情報があるが� その場合は左右が逆転してい
るのではないかと考えられる#

�� 原田 �オンドマルトノ奏者・作曲家� 音色は倍音構成を変
えることにより変化させているのか"

�� オリジナルのテルミン・グループでは� 音色の変化は行な
わず� 一つの楽器に一つの音色である# カヴァリスキー・
テルミンのグループでは簡単な音色選択の機能が付加さ
れている#

�	� �����	����� ����� 石田拓也 �大阪芸大�
記録 � 堀内靖雄 �千葉大�

�� 南高 �カシオ計算機� 曲げセンサーの分解能は"

�� トリガ��$� インタフェースの性能に依存する# 伸ばし
きった状態から曲げきった状態までの抵抗値の変化を線
形に変換できるものが望ましい#

�� 楽器としての拡張を考えた場合� 音の高さを半音階で �オ
クターブ程度までコントロールできるだけの性能を持っ
ているのか"

�� 今回はピッチベンド情報のみを出力しており� ± %程度の
変化を行なえるが� その設定により幅を大きく変えること
が可能である#

�� 人間の身体能力で �&
 段階あるいは %� 段階コントロー
ル可能か"

�� 困難であろう# この研究では� 楽器というよりはむしろ�
��$�コントローラとして用いているので� そこまで厳密
な精度は要求しない予定である#

�
� 「広義の楽器」用ツールとしての����活用
長嶋洋一 ������

記録 � 澤田秀之 �早大�

�� 鈴木 作りたい音楽作品がありそのニーズから必要なツー
ルを作るのか，或いはエンジニアリングの立場からの新
しい技術を応用してツールを作り新しい作品を作ってい
くのか．

�� 自分の作りたい作品のコンセプトに基づいて道具を作っ
ていくのが理想だが，実際には技術的な壁にぶつかりな
がら作品の形を変えていく．コンセプトに従い，道具を
色々と並べて作品を作っていくこともある．現在用いて
いる道具はローテク，ロープライスなので，メーカーの
方は是非実験室での成果を学会等で発表，或いはコラボ
レーションという形でつながっていけたらよいと思う．

�� 後藤 �早大� 具体的に技術的壁とは何か"研究者がそういっ
た壁を取り除くことができれば，作曲家は表現力をあげ
ることが出来るのでは．

�� 解像度，トラフィックの問題．パフォーマが自分の思った
通りにコントロールできるタイプのセンサを提供するこ
と．強度の問題も，アマチュアの作るものには限界があ
る．感度，反応速度の問題もある．

��� 旋律を奏でられる即興演奏用リズム楽器の提案
西本一志 �'���� 渡辺洋 �奈良先端大�� 馬場一郎 �神戸大�� 間
瀬健二 �'��� 記録 � 澤田秀之 �早大�

�� 片寄 ��
��� インプロビゼーションというのは，演奏者が
弾いた音をリアルタイムで認識して，そこからインプロ
が出てくるのか．

�� 現在はあらかじめコード進行を入力しておいてタイミン
グで制御している．将来的には完全なインプロビゼーショ
ンをめざしている．

�� 片寄 経過コードの扱いがおかしいと思ったが．
�� 現在はそういった対策はしていなくて，コードが変わる

度に変えているので，あまりに変わりすぎるという問題
もある．

�� 片寄 類似の研究でニューラルネットワークを使ったものが
&～�年前の ����であったように思う．方法は違うが参
考にしてみてはどうか．

�� 久万田 �沖縄県立芸大� 初心者が上達していくような道筋
が無いように思う．更に，初心者には上手く聞こえるか
もしれないが，自分が何をやって上手く聞こえているの
かを理解する筋道が無いように思える．相当音楽理論が
解っていないと起こっていること �音�の認知がついてい
かず，練習による達成感が得られないのでは．

�� この楽器では，「音の色」を感じて上手くなっていくと考
えている．メロディを創っていくというより，色をコード
トーンから変えて覚えていくという感じと考えている．

�� 久万田 初心者がジャズを練習していく場合に，このシステ
ムのようにコードトーンを選んでいくというよりは，学
習したフレーズを組み合わせてアドリブを展開してゆく
方法が一般的と思う．その意味では，フレーズ決定の仕
方がもっと増えたら良いのではないか．

�� フレーズ練習という意味では，これで同じようなことが
出来ると思う．達成感の喜びについては，個人差である
と考えている．プロは求めているものが違うでしょう．

�� 長嶋 ��
��� ジャズでは，元のメロディーを下敷きにし
て，演奏を変えていくというものがあるが，こういった
ときにはどう対応するのか．

�� とても大変だと思う．
�� 長嶋 鍵盤で押したらその音が出るというモードと，本発

表のシステムが，パラメータの重み付けを変えることに
よって実現できないか．

�� それは難しい．
�� 平井 �三井物産� コードの色を決める際の感性的な表現と

いっているが，それを決める根拠はどこにあるのか．
�� ��人くらいの人で主観評価を行った．将来的には評価軸

を増やしていこうと考えている．現在は，その軸を模索
中である．

�� 平井 将来的には感性的な領域の評価まで入っていかない
とジャズの即興演奏ツールとしては望めないと思うが．

�� 最初は素人支援として始まったものだが，現在は演奏イ
ンタフェースの問題であると思っている．本システムは，
鍵盤楽器を見せているために，特にジャズピアノをやら
れている方にはそのような印象を持たれてしまうと考え
ている．従来のピアノの延長上にあるとして捉えて頂く
と問題があるが，我々はそのようには捉えていない．

"


